
令和６年度慈愛福祉学園（就労継続支援Ｂ型）事業報告 

   

≪ 施設の概要 ≫  

  ・名称及び所在地 

  「慈愛福祉学園」〒022-0006 岩手県大船渡市立根町字下欠 125番地 14 

   TEL（0192）27‐0888  FAX（0192）26－2333 

  ・事業種別 

   指定就労継続支援（B型）   

  ・設  備 

   施設規模：敷地面積 1,900㎡ 床面積 550㎡（鉄筋コンクリート造平家建） 

   施設内容：事務室・会議室・医務室・食堂・調理室・相談室・陶芸室・木工室・製造室・

更衣室・便所・農場 富岡(3,800㎡）及び温室（軽量鉄骨構造 832㎡）１棟、 

椎茸栽培シラオイハウス２棟・倉庫 

・定  員    ４０名 

・沿  革 

昭和５９年１０月２５日 気仙慈愛会設立 

昭和６０年 ２月 ３日 気仙慈愛会を発展させ、気仙慈愛育成会を設立 

３月２８日 気仙慈愛福祉作業所を開設 

        ４月 ８日 気仙慈愛福祉作業所設立開所式 

６月 １日 慈愛福祉学園と改称する 

平成 ５年 ４月 １日 社会福祉法人大洋会と統合し、通所授産施設「慈愛福祉学園」

として開園 （定員３０名） 

平成１３年１０月 １日 障害児（者）地域療育等支援事業の指定を受ける 

平成１５年 ４月 １日 知的障害者通所授産施設として事業所指定を受ける 

   平成１５年 ６月 １日 児童短期入所事業所指定を受ける 

   平成１６年 ４月 １日 定員を３５名とする 

  平成１７年１０月 １日 グループホーム「もみじ」(定員 5名）開設 

平成１８年１０月 １日 特定就労継続支援（B 型）４０名・共同生活援助事業５名とし

て事業所指定を受ける 

               日中一時支援事業４０名として事業所指定を受ける 

   平成２０年 ４月 １日 共同生活援助事業９名（第二もみじ４名新設）として事業所指

定を受ける 

   平成２０年 ６月 １日 共同生活援助事業９名から１０名に増員 

   平成２１年 ６月 １日 共同生活援助事業１０名から１１名に増員 

   平成２３年 ３月１１日 共同生活援助事業グループホームもみじ津波により全壊流失 

   平成２３年 ７月 １日 共同生活援助事業１１名から１３名に増員 

   平成２４年 ４月 １日 放課後等デイサービス２０名として新設 

  平成２５年 ３月 ７日 共同生活援助事業グループホームもみじ落成 



平成３１年 ４月 １日 放課後等デイサービス事業廃止 

 平成３１年 ４月 １日 大船渡市・住田町日中一時支援事業休止 

・職  員 

  職名 氏名 役 職 兼務の状況 備 考 

１ 園 長 佐 藤 直 人 施設長 GH管理者 里センター兼務 

2 園 長 補 佐 金 野 祐 樹 補佐  常勤 

3 サービス管理責任者  中 村 寛 子 係長  常勤 

4 生 活 支 援 員 村 上 雄 樹 一般 GHサビ管 常勤 

5 生 活 支 援 員 櫻 場 美 咲 一般  常勤 

6 生 活 支 援 員 境 谷 ゆ か り 一般  常勤 

7 目標工賃達成指導員 鈴 木 由 美 一般  常勤 

8 職 業 指 導 員 小 松 み ど り 契約  常勤 

9 職 業 指 導 員 中 井 幸 栄 契約  常勤 

10 職 業 指 導 員 佐 藤  雄 契約  常勤 

11 職 業 指 導 員 本 間  均 契約  非常勤 

12 職 業 指 導 員 菊 地 由 紀 子 契約  非常勤 

 

１． 利用者の状況 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 

延人数 678 693 665 705 673 672 698 678 694 667 582 712 
8，117

（人） 

利用率 83.3 81.4 79.5 80.7 77.0 82.6 82.0 83.3 81.6 78.4 80.8 86.0 
81.4 

（％） 

 （１）実利用契約者数   36名 （令和 6年 3月 31日現在） 

 （２）年間延べ利用者数 8,117名(月平均延べ利用者数 676名、１日平均 30.2人) 

 （３）利用者新規契約者数 1名 

（４）利用者契約解除者数 2名 

（５）市町村別  

区 分 陸前高田市 大船渡市 合 計 

男 4 23 27 

女 1 8 9 

合 計 5 31 36 

  （６）年齢別 

区 分 19～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 合 計 

男 3 5 9 6 3 1 27 

女 1 0 3 2 2 1 9 

合 計 4 5 12 8 5 2 36 

   



（７）日課表 

9:20～ 朝礼・作業開始 14:15～14:30 休 憩 

10:15～10:30 休 憩 14:30～15:00 作 業 

10:30～12:00 作 業 15:00～15:25 学園内清掃・帰宅準備 

12:00～13:00 昼食・休憩 15:25～ 終 礼 

13:00～14:15 作 業 土曜日は午前のみ 

２．行事・会議報告 

（１）行事等 

月 日 内   容 日 内   容 

4 13 花見会   

5 
11 健康教室（グラウンドゴルフ） 16 感染対策委員会 

29 虐待防止委員会   

6 29 買い物外出（釜石大観音・鉄の歴史館）   

7 13 ４～７月誕生会   

8 10 スタミナ会食会   

10 19 芋煮会 21 虐待防止委員会 

11 
15 感染対策委員会 30 ８～11月誕生会 

30 工賃評価検討会議   

12 
14 クリスマス会・忘年会 14 虐待防止拡大委員会 

28 大掃除   

1 4 新年会 14 虐待防止委員会 

2 15 いちご狩り 22 誕生会 

3 29 年度末表彰式・慰労会   

（２）施設内研修・会議 

開催日 内    容 区分等 

6月 27日 研修動画「感染症について正しく知ろう」 感染対策研修 

9 月 18 日 研修動画「障害福祉サービス事業者における BCPについて」 BCP 研修 

12月 20日 研修動画「もしも感染が発生した場合の対応策」 感染対策研修 

12 月 24 日 Biz 安否システムによる一斉送信訓練 BCP 訓練 

3 月 14 日 手洗い、おう吐物の処理 感染対策訓練 

3 月 18 日 読み合わせ訓練 BCP 訓練 

3月 25日 面接の方法と実際 
サービス管理責任者 

中村 寛子 

 毎月 1回実施：職員会議・工賃会議・支援会議 

＊職員会議については、全職員の周知が必要な内容はその都度実施。 

＊支援会議については、支援計画見直しのため、必要回数実施。 

（３）施設外研修・会議 



月 日 研 修 会 ・ 会 議 名 開催場所 

4 

10 産直会議 気仙沼市 

18 産直会議 陸前高田市 

25 産直会議 陸前高田市 

5 
13 気仙圏域ネットワーク会議 大船渡市 

15 就労部会 大船渡市 

6 13 気仙自立支援協議会運営会議 大船渡市 

7 
17 就労部会 大船渡市 

26 産直会議 気仙沼市 

8 

1 産直会議 大船渡市 

21 産直会議 一関市 

25 沿岸ブロック研修 大槌町 

29・30 イラストレーター研修 矢巾町 

9 13 就労部会 大船渡市 

10 24 産直会議 陸前高田市 

11 6 産直会議 一関市 

12 3 HACCP研修会 大船渡市 

1 
15 就労部会 大船渡市 

29 中長期計画セミナー 盛岡市 

2 

12 産直会議 陸前高田市 

13・14 サービス管理責任者更新研修会 盛岡市 

19 沿岸ブロック役員会 大槌町 

25 地域生活支援部会 大船渡市 

３．実習生・研修生の受入れ 

期 間 学校名 学年 人数 

9月 30日～ 10月 11日 気仙光陵支援学校 現場実習 高等部 2年生 1名 

４．地域交流活動 

  今年度も毎月第 3金曜日に大船渡市役所において、チャレンジドショップ販売を実施した。

今後も地域交流の機会の場を増やせるよう、地域の方々に向けての施設商品の販売を実施して

います。 

５．ご家族との連携 

必要に応じて、家族電話・連絡帳・面談対応を行いました。 

６．利用者支援 

（１） 就労支援事業活動の状況  

① 概 況  

食堂・印刷・清掃の部門で売上を下げておりますが、椎茸・野菜部門が新規の納品先や

納品数の増加を図りの売上が増額となりました。しかし、価格高騰の中各担当者が経費削



減の努力を行い、利用者 1人あたりの平均工賃支給額は昨年度を上回る結果となりました。 

職員の休暇や体調不良による退職等で職員体制が厳しい時期がありましたが、それを機

に就労事業の取引先の見直しや効率化、売上の増額が図れる部門の検討が出来、今後の在

り方について目指すべき方向が見えてきたかに思われます。 

利用者の障がいや年齢による作業能力が低下傾向にある中、これからは新規利用者の確

保も難しくなると思われることから、利用者の方々が続けて利用していただけるよう作業

の効率化や作業環境の改善を図り、製品や成果において信用を落とさないことを第一に事

業運営を続けたいと思います。 

②園芸科（花卉・椎茸・農場） 

・花卉部門は、大船渡西ロータリークラブ会員様への記念日の花配達を継続して行う事が出

来ました。 

・椎茸部門に関しては、納入先が昨年度よりも増加（イオン盛岡・イオン盛岡南・イオン江

釣子・イオンスタイル新江刺・イオン一関・MV 盛岡中屋敷・MV 盛岡駅前北通・MV 西

根・MV 矢巾・MV 石鳥谷・MV 花巻・MV 北上）した。また、既存の取引先であるフレ

ッシュバイオが前年同比 500％アップとなった事が昨年度よりも売上が増加した要因であ

った。しかし、売上が大幅に減少した店舗もあった。デイリーポート大船渡店が、前年比

50％程売上が減少した。要因としては、店頭販売の椎茸を目玉商品として安い価格で販売

したため、当施設の椎茸の販売が不振だった。 

今年度は新規取引先として、デイリーポートの他店舗にも納品できるように、青果バイヤ

ーに働き掛けていく必要がある。 

今後、大手企業（イオン・セブンアンドアイホールディングス等）と取引する際は、JGAP

の認証が必要となるため、認証取得に向けた取り組みが必要となる 

・農場部門は昨年度よりも売上を伸ばす事ができた。要因としては、学校給食の納入先が北

部給食センターのみであったが、大船渡学校給食共同調理場（大船渡中学校）と大船渡北

学校給調理場の二ヶ所が増え、納入している乾燥椎茸・ジャガイモの他に青果市場から仕

入れたキャベツ・大根・白菜・ネギ等も納入する事ができたため、売上を伸ばす事ができ

た。来年度は、今年度よりもジャガイモの定植する量を増やし収穫量を増加させ売上向上

を図る。 

③ 製造科（食堂・スクリーン印刷） 

・食堂部門は今年度、10月より新規で慈愛福祉学園デイサービスセンターより注文があり、

月に数回 15食から 20食の食数が増加。結果、1日平均で約 45食と平均食数が増えている。

材料費の高騰、特に米の価格が昨年の倍以上の価格になったこともあり、3月より 30円の

値上げを行っている。食堂として引き続き原材料・作業環境の衛生管理が求められるため、

食品ならびに調理作業における安全・衛生面に注意を払い、食中毒や感染症等の予防に全

力で徹底を図っていく。 

・スクリーン印刷部門は、名入れタオルやプリントＴシャツなどの受注の大部分を占める

敬老会や祭事、各種イベント関連において、注文を頂いてはおりますが売上の低迷が続い

ております。引き続き新規の顧客を獲得できるよう努めたいと思います。また年間を通し

て原材料費の高騰が懸念されてきましたが、この一年は価格を据え置いて対応いたしまし



た。同じ状況が続くのであれば、次年度は一部商品の値上げも念頭において対応していか

なければならないと考えています。利用者の作業については、部門の作業量に見合ったバ

ランスの取れた人員配置となるよう対応しました。 

④委託科（掃除委託部門） 

・社会福祉法人典人会ひまわり、岩手県立福祉の里センター、大船渡市から委託の植物園、

防災観光交流センター、キャッセン・モール＆パティオ及びキャッセン・フードビレッジ、

の全 5 ヶ所の委託清掃作業を行っておりましたが、職員不足も重なり、今年度 12月より典

人会清掃作業を星雲工房に業務移行したため、4ヶ所の委託清掃作業となりました。今年

度も通常清掃作業に従事する利用者の作業配置を工面しながら清掃作業を実施しました。

また、岩手労働局からの除草作業の依頼もあり作業を実施しました。今年度はコロナウイ

ルスに感染した利用者は累計で 10名いましたが、清掃作業への影響はありませんでした。

作業運営においては、職員が当日の利用者の状況や体調、作業者間の相性などにも配慮し、

作業に対する要望も確認しながら主体的な作業参加を促し、利用者個々の作業意欲の維持

向上に努めました。新年度も、各作業箇所における作業対応手順の均一化を図るとともに、

利用者の安全面に気を付けながら清掃作業に取り組んでいきたいと思います。 

⑤ 就労支援事業収入                         (単位：千円) 

年 度 総収入額 
事  業  別  内  訳 

花・その他 椎茸 野菜 食堂 印刷 清掃 

令和 4 年度 36,510 719 18,917 1,216 4,792 4,167 6,699 

令和 5 年度 38,262 344 21,887 1,661 5,200 2,605 6,565 

令和 6 年度 40,169 34 24,815 2,265 4,538 2,163 6,354 

6 年度構成比 100％  61.8％ 5.6％ 11.3％ 5.4％ 15.8％ 

令和 6 年度工賃支給総額 9,477,200 円  利用者平均工賃 26,151 円 

（２）就労支援 

就職者 なし  職場実習実施者 なし 

（３）生活支援の状況  

新型コロナウイルス感染症が落ち着いてきているため、ほかの感染症同様の対応となりま

した。そのため食事場所の仕切り板は撤去しております。体調確認(家庭での検温・体調、

送迎時の体調確認、施設での検温)、うがい・手洗いの徹底、食事休憩場所では引き続き黙

食を実施しました。毎朝の朝礼を利用し、生活の中で感染症を予防するための取り組みに

ついて・体調管理について、出来ることをみんなで確認しました。 

① 体力作り 

土曜日の行事等を利用してニュースポーツやグランドゴルフなどの運動の機会を積極的に

作るようにしました。 

② 健康管理 

総合判定 Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 人数計 

令和 6 年 9 月 10 日

～ 

令和 6年 10月 31日 

0 名 6 名 0 名 29 名 35 名 

 



 ・当事業所において身長測定（年 2回）、体重測定（毎月）を実施しており、年間を通じて

体重状況を把握し、適宜ご家族等に連絡を行い、体調の変化に留意しながらの支援に努

めました。 

・健康診断結果において要医療と判定された場合には、利用者やご家族に対して文書でお

知らせして受診を勧めるとともに、個別面談等の際にもご家族から家庭での様子を聞き

取り確認するなどして支援に努めました。体調不良等の際にはかかりつけ医療機関への

受診を促し、状態によっては通院同行支援も行っております。 

・インフルエンザ予防接種は、ちば内科医院において 11 月 5 日から 11 月 13 日にかけて

実施しております。 

・新型コロナウイルスに関して、利用者 10名罹患が確認されましたが、他利用者や職員に

蔓延することなく回復しています 

７．防災訓練状況 

８．苦情受付  ０件 

９．まとめ  

 今年度は２名が退所し１名が入所となり３月末では３６名の利用登録となりました。利用率

は 81.4％、平均利用者数は 30.2人となり、昨年度に比べ通院等や体調不良により欠席となる

方が若干増えております。しかし、単価改正があり給付費収入としては昨年度よりプラスの結

果となりました。ＢＣＰの研修及び訓練、感染対策委員会と研修及び訓練が義務化となり、そ

れを実施するには工賃支給額の向上のための就労支援事業活動、そして職員の特別休暇や退職

者がいる中でのスケジュール調整に大変苦慮いたしました。 

健康状態や利用状況等について家族とも連携を密にし、継続的な支援に努めて参りました。 

 就労支援事業は、全体での売上の増額が図られ、平均工賃額も 955円程増額することが出来

ました。経費率も若干ではありますが改善が出来たものの、まだまだ利益率を上げる方策はあ

りますので、設備投資等により経年劣化のものに対する改良や新規設備の導入を進める必要が

あります。新たな利用者の確保や既存の利用者の利用率の向上を図るためにも、厳しい運営状

況のなか、現状維持ではなく発展を目指して努力して参ります。 

 

第 1回 

実施日時 

令和 7年 3月 26日（水） 

12時 00分～12時 15分 
訓練種別 部分訓練（通報・避難） 

想 定 調理室より出火 避難場所 正面玄関より第一避難所へ 

訓
練
内
容 

今回の訓練は調理室で揚げ物を行っている際に、火が油に引火し出火した事とする。 

第一発見者（調理担当職員）は大声で第一避難所へ避難するように知らせ、廊下に

ある消火器で初期消火にあたる。その後、他の消火班員も合流し消火活動を行なう。

通報班は非常ベルを鳴らし、消防署及び関係機関に通報する。 

避難誘導・救護班は、利用者にハンカチ又は衣服等で口を覆いできるだけ低い姿勢

で避難するように声掛けを行ない誘導する。第一避難所で点呼を行ない、怪我人が

いた場合には応急処置を行なう。警備班は、戸締りや逃げ遅れの利用者・職員がい

ないか確認した上で副隊長に報告する。  



令和６年度 共同生活援助運営報告 

≪ 施設の概要 ≫ 

  ・ 名称及び所在地 

  名 称：  グループホーム「もみじ」 

  所在地： 「もみじ」   〒022-0004岩手県大船渡市猪川町字長洞 134-18 

               TEL・ FAX（０１９２）２７-３３１２   

       「第二もみじ」 〒022-0003岩手県大船渡市盛町字宇津野沢 2-15 

TEL・ FAX（０１９２）２７-１８１２   

  ・ 施設の種別  共同生活援助事業 

  ・ 概 要 

 「もみじ」   建物構造：建物延面積２２８．６㎡ （鉄筋コンクリート２階建て） 

         建物内容：台所・便所３・浴室・居間・個室８室・スタッフルーム 

 「第二もみじ」 建物構造：建物延面積１７２．６５㎡ （木造瓦葺２階建て） 

         建物内容：台所兼居間・便所・浴室・個室６室・スタッフルーム 

・定 員  男性７名  女性 ６名  計 １３名 

・目  的 

     この事業の目的は、社会福祉法人大洋会が開設するグループホーム「もみじ」（以下「事

業所」という）が行う指定共同生活援助事業（以下「事業」という）の適正な運営を確保す

るために人員及び管理・運営に関する事項を計画し、利用者の意思及び人格を尊重し、利用

者の立場に立った、適性かつ円滑な指定共同生活援助の提供を確保することを目的とする。 

・沿 革 

平成１７年 ９月２２日 知的障害者地域生活援助事業所の指定を受ける。 

               グループホーム「もみじ」 

１０月 １日 グループホーム「もみじ」開所 

平成１８年１０月 １日 共同生活援助事業所指定を受ける。 

平成１９年 ４月 １日 グループホーム「第２もみじ」開所 (定員９名) 

平成２０年 ４月 １日 グループホーム「もみじ」明神前から茶屋前に移動 

平成２０年 ６月 １日 グループホーム「第２もみじ」１名増員 （定員１０名） 

平成２１年 ６月 １日 グループホーム「もみじ」１名増員（定員１１名）  

平成２３年 ３月１１日 グループホーム「もみじ」津波により全壊流失 

平成２３年 ４月 １日 グループホーム「もみじ」２名増員（定員１３名） 

   平成２５年 ３月 ７日 グループホーム「もみじ」猪川町長洞に新築にて再開 

   平成２６年 ４月 １日 グループホーム「もみじ」１名増員（定員１４名） 

   令和 元年 ７月 １日 グループホーム「もみじ」1名減員（定員１３名） 

   令和 元年１２月１５日 グループホーム「第二もみじ」大船渡町から盛町に移動 

・職 員 

  職 名 氏 名 役 職 兼務の状況 備  考  

1 園  長 佐 藤  直 人 施設長 B型管理者 里センター 常勤 



2 サビ管 村 上  雄 樹 一般 B型サビ管  非常勤 

3 世 話 人 村 上 和 喜 子 契約   非常勤 

4 世 話 人 佐 藤 政 子 契約   非常勤 

5 世 話 人 長 野 定 子 契約   非常勤 

6 世 話 人 大 平 文 枝 契約   非常勤 

7 世 話 人 三 浦 良 子 契約   非常勤 

１． 行事・研修 

① 行事 

月 日 行  事 日 行  事 

5 9 もみじ食事会 9 第二もみじ誕生会 

6 27 もみじ誕生会 27 第二もみじ食事会 

7 17 もみじ食事会 17 第二もみじ誕生会 

11 30 もみじ食事会 30 第二もみじ食事会 

12 27 もみじクリスマス会 27 第二もみじクリスマス会 

12 22 もみじクリスマス会 22 第二もみじクリスマス会 

1 30 もみじ誕生会 30 第二もみじ誕生会 

3   16 第二もみじいちご狩り 

② 研修・会議 

月 研修会・会議名 開催場所 参加者 備考 

7 岩手県社協障がい者福祉協議会沿岸ブロック研修 大槌町 6 名 7 

職員（世話人）会議は随時開催 

２． 利用状況 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

男

性 

167 

(197) 

167 

(183) 

168 

(176) 

173 

(191) 

169 

(199) 

166 

(201) 

187 

(195) 

173 

(191) 

148 

(199) 

142 

(197) 

160 

(190) 

181 

(190) 

2,001 

(2,320) 

女

性 

172 

(143) 

173 

(173) 

170 

(167) 

178 

(176) 

170 

(172) 

169 

(171) 

178 

(177) 

170 

(172) 

172 

(173) 

171 

(170) 

160 

(161) 

178 

(170) 

2,061 

(2,025) 

<<利用延べ人数>> ※(   )内は前年度 

３．防災訓練 

【もみじ】 

実施日時 
令和 7年 3月 25日（火） 

17時 30分～17時 45分 
訓練種別 部分訓練（通報・避難） 

想 定 台所からの出火 避難場所 玄関より第一避難所へ 

訓
練
内
容 

今回の訓練は台所出火を想定し訓練を行った。第一発見者（世話人）は世話人へ大き

な声で伝える。世話人は大声で第二避難所へ避難するように大声で第知らせ、ホール

の消火器を用いて初期消火にあたる。通報班は消防署及び関係機関に通報する。避難

誘導・救護班は、利用者にハンカチ又は衣服等で口を覆い、できるだけ低い姿勢で避

難するように声掛けを行ない誘導する。第二避難所で点呼を行ない、怪我人がいた場



合には応急処置を行なう。警備班は、戸締りや逃げ遅れの利用者がいないか確認した

上で慈愛福祉学園に報告する。 

【第二もみじ】 

実施日時 
令和 7年 3月 25日（火） 

18時 15分～18時 30分 
訓練種目 部分訓練（通報・避難） 

想定 洋室からの出火 避難場所 玄関より第一避難所へ 

訓
練
内
容 

今回の訓練は洋室から出火した事とする。第一発見者（世話人）は大きな声で第二避

難所へ避難するように大声で知らせる。第一発見者（世話人）はホールの消火器を用

いて初期消火にあたる。通報班は消防署及び関係機関に通報する。避難誘導・救護班

は、利用者にハンカチ又は衣服等で口を覆い、できるだけ低い姿勢で避難するように

声掛けを行ない誘導する。第二避難所で点呼を行ない、怪我人がいた場合には応急処

置を行なう。警備班は、戸締りや逃げ遅れの利用者・職員がいないか確認した上で慈

愛福祉学園に報告する。  

４．苦情受付   受付件数 ０件  

５．まとめ 

第 1 もみじ（男性）において年度当初より１名減員でのスタートとなりました。10月には１

名入居となりましたが、12月には 1名が退居となっております。その後入居希望の方がおり部

屋を開けておりましたが、結果本人の都合により入居はならず現在に至っております。第２も

みじにおきましては満室の状況となっております。 

体調管理の面では、一時帰宅や帰省も含め、日常からの健康観察に加え、ご家族や職場など

日中の活動場所、さらには関係機関との連携・情報共有を図っておりますので継続して取り組

んでまいります。 

諸問題を抱えている方もいらっしゃるので、相談機関のみならず関係機関と連携強化し、利

用者の支援にあたります。医療・福祉制度や社会資源の活用を継続しながら支援に努めていく

必要があります。 

人件費が増えており今後運営を考えると、外部サービス利用型である当施設は、夜間の利用

者への支援状況等から鑑みて、世話人の配置を検討しなければならない時期にあると考えられ

ます。光熱水費等あるいは物価上昇に対応し、利用者の実費負担の軽減を図る上でも早々に判

断が必要と考えております。 

 


